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中
川
俊
男
日
本
医
師
連
盟
委
員
長

は
七
月
二
十
日
、
今
村
聡
同
副
委
員

長
（
日
医
副
会
長
）、
松
本
吉
郎
同

常
任
執
行
委
員
（
同
常
任
理
事
）
と

と
も
に
厚
生
労
働
省
を
訪
問
し
、
田

村
憲
久
厚
生
労
働
大
臣
と
会
談
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
診
療
報
酬
上
の
特
例
的
な
対

応
の
継
続
お
よ
び
国
庫
補
助
の
継

続
・
充
実
を
強
く
求
め
た
。

会
談
で
は
、
ま
ず
、
中
川
委
員
長

が
今
回
、
厚
労
省
を
訪
問
し
た
趣
旨

を
説
明
し
た
。
続
い
て
松
本
常
任
執

行
委
員
が
、
日
本
医
師
会
が
実
施
し

た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
診
療
所
経
営
へ
の
影
響
─
二
〇
二

一
年
二
月
～
四
月
分
─
」
の
調
査
結

果
（
調
査
結
果
の
概
要
は
日
本
医
師

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
日
医On-

line

」
の
「
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
」
に

掲
載
）
等
を
も
と
に
、（
一
）
受
診

控
え
に
よ
る
レ
セ
プ
ト
の
総
件
数

（
患
者
数
）
は
、
二
〇
二
〇
年
一
月

以
降
、
対
前
年
同
月
比
で
マ
イ
ナ
ス

が
続
い
て
お
り
、
二
〇
二

一
年
三
・
四
月
に
つ
い
て

も
依
然
と
し
て
マ
イ
ナ
ス

と
な
っ
て
い
る
、（
二
）
二

〇
二
一
年
四
月
の
初
・
再

診
料
の
算
定
回
数
は
、
対

前
年
同
月
比
で
プ
ラ
ス
と

な
っ
た
も
の
の
、
二
〇
二

〇
年
四
月
は
受
診
控
え
の

影
響
を
大
き
く
受
け
て
い

る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
回

復
し
た
と
い
え
る
水
準
で

は
な
い

─
等
を
示
し
て
、

医
療
機
関
の
窮
状
を
報
告

し
た
。「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
医

療
と
そ
れ
以
外
の
通
常
医

療
と
の
両
立
を
守
る
た
め

に
も
、
地
域
を
面
と
し
て

支
え
て
い
る
医
療
機
関
へ

の
支
援
は
不
可
欠
だ
」
と

し
て
、
九
月
ま
で
の
時
限

措
置
と
な
っ
て
い
る
診
療

報
酬
上
の
加
算
（
①
乳
幼
児
感
染
予

防
策
加
算
②
医
科
外
来
等
感
染
症
対

策
実
施
加
算
③
入
院
感
染
症
対
策
実

施
加
算
）
の
継
続
と

と
も
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
包
括
支
援
事
業

な
ど
の
国
庫
補
助
に

よ
る
支
援
の
継
続
な

ら
び
に
充
実
を
求
め

た
。

こ
れ
ら
の
要
望
に
対
し
て
、
田
村

厚
労
大
臣
は
は
じ
め
に
、「
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
対
す

る
全
国
の
医
師
会
の
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
る
」
と
し
た
う
え
で
、「
こ

の
問
題
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
状
況
に
も
大
き
く
関

わ
っ
て
く
る
問
題
で
あ
る
が
、
継
続

で
き
る
よ
う
、
厚
労
省
と
し
て
も
精

一
杯
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

る
な
ど
、
一
定
の
理
解
を
示
し
た
。

そ
の
他
、
田
村
厚
労
大
臣
が
「
多

く
の
国
民
が
二
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
終
え
た
あ
と
の
わ
が
国
に
お
け
る

医
療
提
供
体
制
に
つ
い
て
、
日
医
と

相
談
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
こ
と
に
対
し
て
、
中
川
委

員
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
後
遺
症
へ
の
対
応
な
ど
も
含

め
て
、
今
後
の
医
療
提
供
体
制
を
考

え
て
い
く
こ
と
は
重
要
だ
」と
し
て
、

協
力
し
て
い
く
意
向
を
伝
え
た
。

こ
の
ほ
か
、
二
階
俊
博
自
民
党
幹

事
長
、
伊
吹
文
明
衆
議
院
議
員
、
尾

辻
秀
久
参
議
院
議
員
ら
と
も
会
談

し
、
陳
情
を
行
っ
た
。

二
階
自
民
党
幹
事
長
へ
要
望

中
川
委
員
長
は
七
月
二
十
六
日
、

城
守
国
斗
常
任
執
行
委
員
（
日
医
常

任
理
事
）
と
と
も
に
自
由
民
主
党
本

部
を
訪
問
し
、
二
階
幹
事
長
と
会
談

し
、
要
望
書
を
手
交
し
た
。

会
談
で
は
、
ま
ず
、
中
川
委
員
長

が
、
今
回
訪
問
し
た
趣
旨
を
説
明
し

た
。続
い
て
城
守
常
任
執
行
委
員
が
、

九
月
ま
で
の
時
限
措
置
と
な
っ
て
い

る
診
療
報
酬
上
の
加
算
の
継
続
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包

括
支
援
事
業
な
ど
の
国
庫
補
助
に
よ

　中川委員長は、わが国での新型コロナウイルス感染症の全国的な感染急拡大
に伴う受診控えの大きな影響などにより、医療機関の経営状況が逼迫している
窮状を踏まえ、田村厚労大臣、二階自民党幹事長をはじめとする自民党国会議
員に対し、新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の特例的な対応の継続
ならびに国庫補助の継続・充実を求める陳情を関係役員とともに行った。

る
支
援
の
継
続
な
ら

び
に
充
実
を
求
め

た
。こ

れ
ら
の
要
望
に

対
し
て
、
二
階
幹
事

長
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
す
る
全
国
の
医
師

会
会
員
の
活
動
に
対

す
る
感
謝
を
述
べ
る

と
と
も
に
、
診
療
報

酬
上
の
特
例
対
応
の

継
続
お
よ
び
国
庫
補

助
の
継
続
な
ら
び
に

充
実
に
つ
い
て
は
、

自
民
党
と
し
て
も
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
て
対
応
を
行
っ
て
い
く
と
回
答

し
た
。
ま
た
、
二
階
幹
事
長
か
ら
は
、

さ
ら
な
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
に

つ
い
て
協
力
依
頼
が
あ
っ
た
。
中
川

委
員
長
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
、
全
国
の
医
療
機
関
、
医
師
が
全

力
で
推
進
し
て
き
た
こ
と
を
伝
え
、

引
き
続
き
全
面
的
に
協
力
し
て
い
く

意
向
を
伝
え
た
。

会
談
の
途
中
か
ら
は
、
林
幹
雄
自

民
党
幹
事
長
代
理
も
同
席
し
、
陳
情

の
内
容
に
つ
い
て
一
定
の
理
解
を
示

し
、
自
民
党
と
し
て
厚
労
省
、
財
務

省
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
意
向
を
示

し
た
。

伊
吹
衆
議
院
議
員
へ
の
陳
情

中
川
委
員
長
は
七

月
二
十
九
日
、
城
守

常
任
執
行
委
員
と
と

も
に
衆
議
院
議
員
会

館
を
訪
問
し
、
伊
吹

議
員
と
会
談
し
、
陳

情
を
行
っ
た
。
そ
の

な
か
で
と
く
に
国
庫

補
助
の
申
請
に
関
し

て
、
都
道
府
県
の
担

当
窓
口
が
申
請
の
内

容
に
つ
い
て
細
か
な

確
認
を
行
い
、
修
正

の
指
示
や
差
し
戻
し

な
ど
が
多
数
発
生
し

て
お
り
、
申
請
自
体
が
進
ん
で
い
な

い
現
状
が
あ
る
と
の
訴
え
が
全
国
の

医
療
機
関
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
旨

7月26日　二階幹事長、林幹事長代理と（前列左から
中川委員長、二階幹事長、林幹事長代理、後列左か
ら城守常任執行委員、今村副委員長）

7月20日　田村厚労大臣に要望書手交
（左から、松本常任執行委員、中川委員長、田村厚労大臣、今村副委員長）

中
川
日
医
連
委
員
長（
日
本
医
師
会
会
長
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

 

診
療
報
酬
上
の
特
例
的
な
対
応
の
継
続
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
国
庫
補
助
の
充
実
等
を
要
望

7月29日　伊吹議員に要望書手交（左から中川委員長、
伊吹議員、城守常任執行委員）

（
２
面
へ
）
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尾
辻
参
議
院
議
員
へ
要
望

さ
ら
に
、
中
川
委

員
長
は
八
月
五
日
、

城
守
常
任
執
行
委
員

と
と
も
に
参
議
院
議

員
会
館
を
訪
問
し
、

尾
辻
議
員
と
会
談

し
、
要
望
書
を
手
交

し
た
。

尾
辻
議
員
か
ら

は
、
は
じ
め
に
八
月

三
日
に
行
わ
れ
た
菅

義
偉
内
閣
総
理
大
臣

と
の
会
談
に
つ
い
て

の
労
い
が
あ
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て
は
、
全
国

の
医
療
機
関
、
医
師
に
対
す
る
謝
意

が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
医
療
機
関

の
現
状
に
つ
い
て
、
認
識
を
深
め
、

陳
情
の
趣
旨
に
対
し
て
理
解
を
示
し

た
。
尾
辻
議
員
は
、「
党
と
し
て
も

議
論
の
方
向
性
を
ま
と
め
る
た
め
、

関
係
す
る
議
員
と
の
会
合
を
早
々
に

開
き
、
ご
要
望
に
お
応
え
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

こ
の
ほ
か
の
陳
情
先
（
日
付
順
）

・
衆
議
院
議
員

鴨
下
一
郎
元
環
境
大
臣
（
七
月
十

三
日
）、
下
村
博
文
自
民
党
政
務
調

査
会
長
、
後
藤
茂
之
自
民
党
政
務
調

査
会
長
代
理
、
と
か
し
き
な
お
み
衆

議
院
厚
生
労
働
委
員
長
、
橋
本
岳
元

厚
生
労
働
副
大
臣
（
七
月
十
五
日
）、

安
藤
高
夫
自
民
党
厚
生
労
働
部
会
副

部
会
長
（
七
月
二
十
六
日
）、
山
下

貴
司
元
法
務
大
臣
（
七
月
二
十
九

日
）、
今
枝
宗
一
郎
前
財
務
大
臣
政

務
官
（
八
月
五
日
）

・
参
議
院
議
員

武
見
敬
三
元
厚
生
労
働
副
大
臣
、

宮
沢
洋
一
自
民
党
税
制
調
査
会
小
委

員
長
、福
岡
資
麿
自
民
党
厚
生
労
働
部

会
長（
七
月
十
五
日
）、自
見
は
な
こ
自

民
党
厚
生
労
働
部
会
副
部
会
長（
七
月

二
十
七
日
）、羽
生
田
俊
自
民
党
厚
生

労
働
部
会
長
代
理（
七
月
二
十
九
日
）

を
説
明
し
た
。
伊
吹
議
員
か
ら
は
、

申
請
内
容
を
確
認
す
る
作
業
の
必
要

性
に
つ
い
て
は
一
定
の
理
解
は
示
し

つ
つ
、
申
請
を
阻
害
す
る
要
因
と
な

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
国
と
し

て
対
応
を
行
っ
て
い
く
と
の
回
答
を

得
た
。
ま
た
、
診
療
報
酬
上
の
特
例

的
対
応
に
つ
い
て
も
理
解
を
示
し
、

令
和
三
年
度
内
に
お
け
る
補
正
予
算

で
の
対
応
や
、
来
年
度
予
算
に
つ
い

て
も
、
党
内
で
の
議
論
を
始
め
て
い

く
と
の
意
向
を
示
し
た
。

来
年
度
に
向
け
た
医
療
に
関

す
る
税
制
要
望
活
動
が
始
ま
っ

た
。
今
回
の
要
望
事
項
は
、「
医

業
経
営
」五
項
目
、「
勤
務
環
境
」

一
項
目
、「
健
康
予
防
」二
項
目
、

「
医
療
施
設
・
設
備
」
五
項
目
、

「
そ
の
他
」
五
項
目
の
計
十
八

項
目
（
別
掲
）
で
あ
る
。

ま
ず
、
税
制
担
当
の
猪
口
雄

二
日
医
連
副
委
員
長
（
日
医
副

会
長
）
は
、
同
じ
く
税
制
担
当

の
宮
川
政
昭
同
常
任
執
行
委
員

（
同
常
任
理
事
）
と
と
も
に
衆

議
院
議
員
会
館
を
訪
問
し
、
甘

利
明
自
民
党
税
制
調
査
会
長

と
、
次
に
宮
川
常
任
執
行
委
員

が
参
議
院
議
員
会
館
を
訪
問

し
、
福
岡
資
麿
自
民
党
厚
生
労

働
部
会
長
と
そ
れ
ぞ
れ
会
談

し
、
要
望
内
容
に
つ
い
て
説
明

を
行
っ
た
。
甘
利
自
民
党
税
制

調
査
会
長
、
福
岡
自
民
党
厚
生

労
働
部
会
長
と
も
に
、
日
医
連

役
員
の
説
明
に
概
ね
理
解
を
示

し
た
。

今
後
さ
ら
に
、
自
民
党
税
制

調
査
会
幹
部
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
議
員
に
対
す
る
要
望
活
動

を
本
格
化
さ
せ
て
い
く
。

令和４年度
 医療に関する税制要望について
　　　　　　　　　 陳情活動を開始

令和4年度 医療に関する税制要望
　少子・高齢化の進展に伴い、医療・介護・福祉の充実は、国民の要望でありま
すが、医師の不足や偏在による地域医療崩壊が懸念される中で、その必要性も一
層強いものになっています。
　しかし、医療環境の厳しさが増すなかで、医療や介護の提供は、自助努力にも
かかわらず、医業経営は年々厳しくなっております。
　国民が健康で文化的な生活を維持するために、質の高い医療や介護を安心して
受けることができる医療提供体制の整備や、健康管理・予防面などについての環
境づくりが求められています。そのためには、医療や介護を担う病院・診療所等
が医業経営の安定を図り、業務や設備施設の一層の合理化、近代化を進め、医療
関係職員の確保・育成など、確固とした経営基盤を整え継続できるものとする必
要があります。
　このため、税制面においては、法整備を含めて、現在の医業経営の健全化のため、
さらに進んで医業経営の長期安定、再生産を可能とするための新しい医業の構築
を図り、医師をはじめ医療従事者の自発的努力が一層発揮できるよう、また、国
民の健康管理・予防などのため、令和4年度には次のような思い切った改革が行わ
れるよう強く要望します。

○医業経営
１　�社会保険診療等に係る消費税について、一定の医療機関においては従前通り
非課税のまま診療報酬上の補てんを継続しつつ、消費税負担の大きな医療機
関においては軽減税率による課税取引に改めることを含め、見直しを検討す
ること。

２　医業を承継する時の相続・贈与に係る税制の改善。
（1）医療法人の出資に係る相続税及び贈与税の納税猶予制度の創設。
（2）医療法人の出資の評価方法の改善。
（3）基金拠出型医療法人における負担軽減措置の創設等。
（4）認定医療法人制度の拡充。
（5）出資額限度法人の持分の相続税・贈与税課税の改善。
（6）個人版事業承継税制の改善。

３　社会保険診療報酬に対する事業税非課税の存続。
４　医療法人の事業税について特別法人としての軽減税率課税の存続。
５　訪日外国人患者の増加に対応する所要の税制措置。

○勤務環境
６　�少子化対策及び、病院等に勤務する医療従事者の子育て支援並びに勤務環境
を改善するため、下記の措置を講ずること。
・�ベビーシッター等の子育て支援のサービス利用に要する費用を、税制上の

控除対象とする措置を講ずること。

○健康予防
７　たばこ税の税率引き上げ。
８　指定運動療法施設の認定要件の見直し－医療費控除の対象の見直し。

○医療施設・設備
９　病院・診療所用の建物の耐用年数を短縮。
10　医療機関が取得する償却資産に係る固定資産税についての所要の税制措置。
（1）�生産性向上特別措置法による固定資産税軽減措置について医療法人等の

非営利法人を適用対象に加えること。
（2）�医療機関が取得する新規の器具・備品や建物付属設備などの償却資産の

投資に係る固定資産税軽減措置を全国一律の要件で適用する措置として
講ずること。

（3）固定資産税の償却資産の申告期限を法人税申告期限と統一すること。
11　�医師少数区域等に所在する医療機関の固定資産税・不動産取得税に係る税制
措置の創設。

12　医療機関の防災・減災対策を支援するため、以下の措置を講ずること。
（1）�医療機関が取得した耐震構造建物、防災構造施設・設備等に係る税制上

の特例措置を創設すること。
（2）�中小企業防災・減災投資促進税制について医療法人等の非営利法人を適

用対象に加えること。
13　地域医療構想実現に向けた税制上の優遇措置の拡充。

○その他
14　社会保険診療報酬の所得計算の特例措置（いわゆる四段階制）存続。
15　公益法人等に関わる所要の税制措置。
（1）�医師会について
　　�開放型病院等の法人税非課税措置の拡充、開放型病院等の固定資産税等

非課税措置の恒久化、その他の措置。
（2）公益法人等への課税強化を行わないこと。
（3）�一定の医療保健業を行う非営利型法人等に係る固定資産税等軽減措置及

び公益目的事業として行う医療保健業に係る固定資産税等軽減措置。
16　�社会医療法人・認定医療法人等の認定要件等における補助金収入の取扱いの
見直し。

17　�新型コロナウイルス感染症に対応する医療機関・医療従事者に対する税制措置。
18　新型コロナウイルス感染症の影響を受ける事業者に対する税制措置。

公益社団法人 日本医師会 令和3年8月

8月5日　尾辻議員に要望書手交（左から城守常任執行
委員、尾辻議員、中川委員長）

甘利自民党税制調査会長に要望書手交

福岡自民党厚生労働部会長に要望書手交

（
１
面
よ
り
）
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る
体
制
整
備
も
喫
緊
の
課
題
で
す
。

全
世
代
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
あ

る
一
定
程
度
ま
で
行
き
渡
り
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
場
合
で
い
う
タ
ミ
フ

ル
の
よ
う
な
経
口
治
療
薬
が
世
に
出

る
ま
で
に
は
、
ま
だ
数
カ
月
が
か
か

り
ま
す
。
そ
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ
が
感

染
対
策
を
徹
底
し
、
自
分
の
命
を
守

る
行
動
を
取
る
よ
う
呼
び
か
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
つ
い
先
日
、
自
宅

療
養
中
の
妊
婦
が
、
入
院
先
が
見
つ

か
ら
ず
に
自
宅
で
出
産
し
、
新
生
児

が
亡
く
な
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
案

が
あ
り
ま
し
た
。
九
月
か
ら
は
学
校

も
始
ま
り
ま
す
。
妊
婦
や
こ
ど
も
な

ど
弱
い
立
場
の
方
々
を
守
る
政
策
に

も
力
を
入
れ
て
参
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
係
る
診
療
報
酬
の

特
例
も
九
月
末
に
区
切
り
を
迎
え
ま

す
が
、
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
対
応
や
非

コ
ロ
ナ
対
応
部
分
で
の
医
療
機
関
の

安
定
的
な
運
営
が
は
か
ら
れ
る
よ
う

全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
非
常
時
こ
そ
、
先
生
方
の
お

声
を
国
に
届
け
る
役
割
の
重
要
性
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
た
な
局
面
を
迎
え
た
感
染
対
策

に
つ
い
て
質
問

医
療
機
関
が
逼
迫
す
る
状
況
で
、

今
ま
で
の
よ
う
な
中
等
症
を
含
め
た

入
院
・
宿
泊
療
養
に
よ
る
対
応
か

ら
、
今
後
は
、
と
く
に
軽
症
の
若
者

な
ど
は
可
能
な
限
り
在
宅
で
の
対
応

 

「
国
民
医
療
の
発
展
に
向
け
て
」

参
議
院
議
員 

自
見
は
な
こ 

活
動
報
告

自
見
先
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

中
川
俊
男
委
員
長
を
は
じ
め
、
日

本
医
師
連
盟
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
平
素
よ
り
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
度
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
や
発
熱
外
来
、
重
症

者
の
治
療
を
含
む
医
療
／
検
査
提
供

体
制
、
保
健
所
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
面
で
の
先
生
方
の
獅
子
奮
迅

の
お
働
き
で
国
民
の
命
と
健
康
を
守

っ
て
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

私
の
理
解
は
、
八
月
頭
よ
り
災
害

時
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
避
難
指
示
」

の
状
態
で
、
今
ま
さ
に
増
水
し
て
浸

水
し
て
い
る
最
中
な
の
で
あ
り
、
今

ダ
ム
を
作
れ
と
か
、
あ
る
い
は
、
土

嚢
を
積
み
上
げ
ろ
と
い
う
段
階
は
超

え
て
お
り
、
た
だ
ち
に
垂
直
避
難
し

て
く
だ
さ
い
、
す
な
わ
ち
、「
生
命

を
守
る
行
動
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と

い
う
段
階
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。今

回
は
新
た
に
デ
ル
タ
株
の
流
行

と
い
う
事
態
を
迎
え
て
い
ま
す
。
デ

ル
タ
株
は
、
米
国
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
報
告
書

で
水
痘
な
み
の
感
染
力
を
も
つ
と
さ

れ
て
お
り
、
感
染
拡
大
地
域
で
は
、

中
等
症
の
患
者
も
入
院
で
き
な
い
事

態
が
起
き
て
お
り
ま
す
が
、
ブ
レ
イ

ク
ス
ル
ー
感
染
に
よ
る
医
療
従
事
者

の
感
染
も
増
え
て
お
り
、
医
療
現
場

や
介
護
施
設
等
で
も
院
内
感
染
、
施

設
内
感
染
に

さ
ら
に
警
戒

す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

加
え
て
、
現

下
の
急
速
な

感
染
拡
大
に

対
応
す
る
た

め
酸
素
投
与

が
必
要
な
在

宅
療
養
者
向

け
の
酸
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

の
整
備
や
、

医
療
機
関
以

外
で
も
抗
体

カ
ク
テ
ル
療

法
を
集
中
的

に
実
施
で
き

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

現
下
、
政
府
と
し
て
で
き
る
こ
と
に

も
限
界
が
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
が
自

分
の
命
は
自
分
で
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
局
面
を
迎
え
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
し
っ
か
り
と
国
民
に
届
く

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
示
す
こ
と
が
政
府
に

は
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
八
月
五
日
の

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
田
村
憲

久
厚
生
労
働
大
臣
に
質
問
し
、
田
村

大
臣
か
ら
も
変
異
株
の
感
染
力
が
従

来
と
ケ
タ
が
違
う
こ
と
へ
の
厳
し
い

現
状
認
識
が
示
さ
れ
た
う
え
で
、
感

染
が
拡
大
す
る
地
域
で
は
病
床
に
限

り
が
あ
り
、
ど
う
か
こ
の
夏
は
リ
ス

ク
の
高
い
行
動
は
控
え
て
ほ
し
い
と

ご
答
弁
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
に
て
ワ

ク
チ
ン
の
対
供
給
接
種
率
に
つ
い

て
質
問

ワ
ク
チ
ン
の
不
足
状
況
に
つ
い
て

も
、
七
月
八
日
の
参
議
院
厚
生
労
働

委
員
会
の
閉
会
中
審
査
で
質
問
し
ま

し
た
。

迅
速
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め
、

国
の
支
援
策
等
も
活
用
し
つ
つ
体
制

を
整
え
た
医
療
機
関
も
多
数
あ
り
、

は
し
ご
を
外
さ
れ
た
感
覚
だ
と
、
た

く
さ
ん
の
お
声
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
現
在
の
状
況
は
大
変
残
念
で

な
ら
な
い
と
発
言
す
る
と
と
も
に
、

国
か
ら
供
給
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
が
ス

ム
ー
ズ
に
接
種
さ
れ
る
に
は
、
と
く

に
都
道
府
県
ご
と
の
調
整
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
藤
井
比
早
之
内
閣

府
副
大
臣
に
都
道
府
県
に
よ
る
対
供

給
接
種
率
を
伺
い
、
こ
の
数
字
を
都

道
府
県
に
公
表
し
て
い
る
か
を
質
問

し
ま
し
た
。

こ
の
質
問
が
き
っ
か
け
で
、
八
月

か
ら
は
都
道
府
県
別
の
接
種
率
が
公

表
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
基
礎
自
治

体
ご
と
の
ワ
ク
チ
ン
の
偏
在
に
つ
い

て
適
切
に
把
握
し
、
都
道
府
県
が
調

整
役
を
担
う
こ
と
で
円
滑
な
接
種
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

「
こ
ど
も
庁
」創
設
に
向
け
た
進
捗

六
月
三
日
に
自
民
党「『
こ
ど
も
・

若
者
』
輝
く
未
来
創
造
本
部
」
と
し

て
「
こ
ど
も
庁
」
創
設
を
求
め
る
決

議
を
取
り
ま
と
め
た
ご
報
告
を
前
回

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の

後
も
さ
ら
に
進
展
が
あ
り
ま
し
た
。

七
月
七
日
、
内
閣
官
房
に
「
こ
ど

も
庁
」
創
設
に
向
け
た
検
討

チ
ー
ム
で
あ
る
「
こ
ど
も
政

策
の
推
進
に
係
る
作
業
部

会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
業
部
会
は
、
加
藤
勝

信
内
閣
官
房
長
官
を
座
長

に
、
関
係
府
省
庁
の
官
房

長
・
局
長
級
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
作
業
部
会
の
庶
務

は
、
内
閣
府
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
の
協
力
を
得
て

内
閣
官
房
に
お
い
て
処
理

し
、
必
要
に
応
じ
て
幹
事
会

（
関
係
行
政
機
関
の
職
員
か

ら
座
長
が
メ
ン
バ
ー
を
指

定
）
を
開
催
し
、「
こ
ど
も
庁
」
創

設
に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
ま

す
。
成
育
基
本
法
の
理
念
の
実
現
に

向
け
て
も
必
要
で
す
が
、
厚
労
省
に

お
け
る
予
算
の
シ
ー
リ
ン
グ
に
こ
ど

も
関
連
予
算
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る

現
状
は
大
き
く
変
え
な
け
れ
ば
、
少

子
化
対
策
も
抜
本
的
に
で
き
な
い
現

状
が
続
き
ま
す
。

政
府
の
動
き
に
対
応
し
て
、
七
月

二
十
一
日
、
自
民
党
内
で
も
、「『
こ

ど
も
・
若
者
』輝
く
未
来
創
造
本
部
」

の
も
と
に
野
田
聖
子
自
民
党
幹
事
長

代
行
を
座
長
と
す
る
「『
こ
ど
も
・

若
者
』
輝
く
未
来
実
現
会
議
」
が
立

ち
上
が
り
、
決
議
の
実
現
に
向
け
た

議
論
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
、
私
も

役
員
を
拝
命
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
今

年
度
の
補
正
予
算
に
具
体
的
な
事
業

を
盛
り
込
む
こ
と
を
目
標
に
、
緊
張

感
を
も
っ
て
実
現
ま
で
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

難
聴
対
策
推
進
議
員
連
盟
第
13
・

14
回
総
会

六
月
八
日
、
難
聴
対
策
推
進
議
員

連
盟
（
会
長
：
石
原
伸
晃
衆
議
院
議

員
、
事
務
局
長
：
自
見
は
な
こ
）
の

第
十
三
回
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
二
〇
一
九
年
十
二
月
に
と
り
ま

と
め
た
、
わ
が
国
に
お
け
る
難
聴
対

策
の
指
針
で
あ
る
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ヒ

ア
リ
ン
グ
・
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て

関
係
省
庁
か
ら
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
状

況
を
聴
取
す
る
と
と
も
に
、
議
連
事

務
局
次
長
の
宮
路
拓
馬
衆
議
院
議
員

よ
り
、
新
生
児
期
・
小
児
期
の
難
聴

対
策
に
焦
点
を
当
て
て
二
〇
二
〇
年

に
議
論
を
重
ね
た
小
委
員
会
の
報
告

を
、
神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
中
央

市
民
病
院
総
合
聴
覚
セ
ン
タ
ー
長
内

藤
泰
先
生
に
「
聴
覚
の
診
療
と
脳
機

能
：
神
戸
中
央
市
民
病
院
総
合
聴
覚

セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ

に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ジ
ャ
パ
ン
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
ビ
ジ

ョ
ン
の
結
果
と
し
て
、
新
生
児
聴
覚

検
査
お
よ
び
聴
覚
障
害
児
支
援
の
推

進
予
算
が
二
〇
一
九
年
度
の
四
千
九

百
万
円
か
ら
二
〇
二
〇
年
度
は
六
億

円
と
、
実
に
十
二
倍
以
上
に
な
り
、

二
〇
二
一
年
度
も
同
額
が
計
上
さ
れ

た
ほ
か
、
高
齢
者
の
適
切
な
補
聴
器

利
用
に
向
け
た
調
査
研
究
事
業
の
実

施
や
、
手
話
通
訳
等
の
体
制
整
備
の

充
実
な
ど
、
わ
が
国
の
難
聴
対
策
に

飛
躍
的
な
進
展
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

内
藤
先
生
の
ご
講
演
の
な
か
で
も
、

7月9日　オリパラ関係者のPCR検査や選手のドーピング検査等を担う
LSIメディエンス中央総合ラボラトリー（東京都板橋区）を、下村
博文自民党政務調査会長、三ッ林裕巳内閣府副大臣とともに視察し
ました

8月5日　参議院厚生労働委員会

私は出演しておりませんが、若い世代に浸透してい
る動画サイトAbemaTVのプライムニュースで、
YouTubeで人気の西村博之さんと6人の医師に対
談していただきました。1時間番組を公開してく
ださり、公開から2週間で
約140万回の再生回数で、
多くの方々に視聴していた
だいております。ぜひ、お
子さまやお孫さんや、患者
さまなどに周知をしてご活
用ください

（
４
面
へ
）
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羽
生
田
先
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

羽
生
田 

た
か
し 

活
動
報
告

参
議
院
議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
昨
今
の
状
況

平
素
よ
り
私
の
政
治
活
動
に
ご
理

解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
そ
し
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
ご
協
力
を
は
じ

め
、
地
域
医
療
を
お
支
え
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
を
掲
げ
る
一
方
で
ワ
ク
チ
ン
供
給

が
間
に
合
っ
て
お
ら
ず
、多
く
の
地
域

手
た
ち
の
懸
命
な
姿
に
心
を
打
た

れ
、
勇
気
を
貰
い
ま
し
た
。
開
催
に

当
た
っ
て
の
賛
否
は
あ
り
ま
し
た

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え

こ
の
日
本
に
集
っ
た
選
手
た
ち
へ
心

か
ら
の
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
開
催
に
当
た

っ
て
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
誹
謗
中
傷
等
が

あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
科
学
的
根

拠
の
な
い
感
情
的
な
も
の
で
、「
匿

名
の
刃
」
で
あ
り
ま
す
。
多
く
の
国

民
が
行
動
自
粛
の
長
引
く
状
況
に
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
こ
と
は
事
実

で
あ
り
ま
す
が
、
生
涯
に
一
度
あ
る

か
な
い
か
の
自
国
開
催
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

個
人
的
に
は
、
松
井
秀
喜
さ
ん
と

一
緒
に
長
嶋
茂
雄
さ
ん
が
、
病
を
超

え
リ
ハ
ビ
リ
を
超
え
自
力
で
歩
か
れ

る
姿
に
目
頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

ど
れ
だ
け
の
厳
し
い
リ
ハ
ビ
リ
を
さ

れ
あ
の
瞬
間
を
迎
え
ら
れ
た
の
か
。

本
当
に
感
動
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
政

治
活
動
も
大
変
難
し
い
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
日
本
医
師
連
盟
推
薦
の

自
見
は
な
こ
参
議
院
議
員
が
二
期
目

に
向
け
努
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
共

に
地
域
医
療
を
懸
命
に
お
支
え
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
皆
さ
ま
の
お
声
を

し
っ
か
り
と
国
政
へ
届
け
る
役
割
を

担
っ
て
参
り
ま
す
。
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「不妊治療の適切な保険適用」について田村
憲久厚生労働大臣へ要望

「一般社団法人甲状腺眼症の医療を前進させ
る患者の会」の要望を濵谷保険局長へ提出

「成育基本法推進議員連盟」から田村大臣への要望

群馬県医師会「定時代議員会」にて挨拶

で
予
約
や
接
種
ス
ピ
ー
ド
を
調
整
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
に

対
し
、国
政
に
関
わ
る
一
員
と
し
て
お

詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
全
力
で
問

題
解
決
に
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

連
日
感
染
者
数
が
過
去
最
高
と
報

道
さ
れ
、
全
国
で
感
染
拡
大
が
顕
著

に
な
っ
て
い
ま
す
。
感
染
年
齢
の
割

合
が
若
年
齢
層
へ
と
移
行
し
、
今
ま

で
の
対
策
と
は
違
う
感
染
状
況
の
段

階
と
年
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
対

応
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

緊
急
事
態
宣
言
法
制
化
時
に
私
権

制
限
が
問
題
と
な
り
ま
し
た
が
、
感

染
症
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
へ
の
対
策

と
し
て
は
時
に
強
い
制
限
が
な
け
れ

ば
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
憲
法
二
十

二
条
や
二
十
九
条
と
の
関
係
等
を
議

論
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

過
日
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
連
日
多
く
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
人

生
を
か
け
た
集
大
成
の

競
技
に
出
場
さ
れ
、
テ

レ
ビ
の
前
で
観
戦
す
る

我
々
に
感
動
と
喜
び
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

特
に
コ
ロ
ナ
禍
で
例
年

と
は
違
う
状
況
に
お
か

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

を
胸
に
出
場
さ
れ
た
選

前橋市集団接種会場にてワクチ
ン接種の執務

総
合
聴
覚
セ
ン
タ
ー
を
院
内
に
開
設

す
る
に
当
た
り
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ヒ
ア

リ
ン
グ
・
ビ
ジ
ョ
ン
が
大
き
く
貢
献

し
た
と
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
十
三
回
総
会
の
翌
週
、
六
月
十

六
日
に
第
十
四
回
総
会
を
開
催
し
、

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
小
川
郁
名
誉

教
授
、
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
病
院
耳
鼻
咽
喉
科

石
川
浩
太
郎
先
生
に
『
Ｗ
Ｈ
Ｏ
「
ワ

ー
ル
ド
・
レ
ポ
ー
ト
・
オ
ン
・
ヒ
ア

リ
ン
グ
」
に
つ
い
て
』
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ワ
ー
ル
ド
・
レ
ポ
ー

ト
・
オ
ン
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
本
年

三
月
三
日
（
耳
の
日
）
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が

発
表
し
た
聴
覚
ケ
ア
の
重
要
性
を
示

し
、
世
界
で
の
取
り
組
み
を
促
す
た

め
の
報
告
書
で
、
昨
年
三
月
三
日
に

発
表
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
一

年
遅
れ
て
の
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

ワ
ー
ル
ド
・
レ
ポ
ー
ト
・
オ
ン
・
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
は
、
小
児
で
は
六
〇
％

の
難
聴
が
予
防
接
種
、
母
胎
ケ
ア
、

聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
中
耳
炎
治

療
な
ど
に
よ
っ
て
予
防
で
き
る
こ
と

や
、
成
人
に
お
い
て
も
騒
音
抑
制
、

耳
毒
性
物
質
の
排
除
な
ど
で
聴
力
悪

化
を
防
ぐ
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
の
検
査
と
早
期
発
見
、
治
療

可
能
な
難
聴
疾
患
へ
の
適
切
な
早
期

介
入
、
な
ら
び
に
不
可
逆
的
な
難
聴

に
対
す
る
適
切
な
リ
ハ
ビ
リ
の
重
要

性
、
常
に
難
聴
者
と
そ
の
家
族
を
中

心
に
対
策
（
補
聴
器
、
人
工
内
耳
、

手
話
な
ど
の
視
覚
言
語
、
音
声
認
識

ア
プ
リ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
難
聴
支
援

機
器
）
を
考
え
る
必
要
性
が
示
さ
れ

て
お
り
、
議
連
の
問
題
意
識
と
も
重

な
る
部
分
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
難
聴
対
策
の
中
心
的
な
役

割
を
担
う
耳
鼻
咽
喉
科
の
医
療
機
関

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
逼
迫
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
日
本
臨
床
耳
鼻
咽
喉
科
医
会
福

與
和
正
会
長
か
ら
診
療
報
酬
面
も
含

む
国
へ
の
要
望
に
つ
い
て
ご
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。

世
界
的
に
難
聴
対
策
の
気
運
が
高

ま
る
な
か
で
、
現
場
の
声
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
、
安
定
的
な
医
療
提

供
体
制
の
整
備
な
ど
着
実
に
進
め
て

参
り
ま
す
。

先
生
方
へ
の
お
願
い

た
だ
し
、
予
算
の
執
行
状
況
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
後
押
し
が
必
要

な
状
況
も
あ
り
ま
す
。

大
幅
な
拡
充
が
実
現
（
令
和
元
年

度
約
四
千
九
百
万
円
→
令
和
二
年
度

約
四
・
三
億
円
）
で
き
た
新
生
児
聴

覚
検
査
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

令
和
二
年
度
予
算
執
行
額
が
約
一
・

四
億
円
、
聴
覚
検
査
機
器
の
購
入
補

助
の
実
施
自
治
体
が
八
自
治
体
（
岩

手
県
、
埼
玉
県
、
神
奈
川
県
、
静
岡

県
、
鳥
取
県
、
広
島
県
、
福
岡
県
、

沖
縄
県
）
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
母
子

保
健
課
か
ら
も
、
新
生
児
聴
覚
検
査

体
制
整
備
事
業
の
活
用
を
呼
び
か
け

る
事
務
連
絡
が
令
和
三
年
八
月
五
日

付
で
発
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
医

師
連
盟
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
ご
活
用
に
お
力
添
え
賜
り
ま
す

よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

令和3年8月5日付事務連絡
新生児聴覚検査体制整備事業について
ht tps : //44827ace -5f f4 -4fe0 -99e9 -
a89f34499ac7.usrfiles.com/ugd/44827a_
b3399cf05ba440a3a3254dc7577faf49.pdf

6月16日　第14回難聴対策推進議員連盟総会にて。左から、
日本臨床耳鼻咽喉科医会福與和正会長、国立障害者リハ
ビリテーションセンター病院耳鼻咽喉科石川浩太郎先
生、慶應義塾大学医学部小川郁名誉教授

7月19日　自民党青年局で新幹線のバ
リアフリー化について視察

7月20日　自民党青年局被災地訪問事業TEAM-11で集中豪
雨から1年、熊本地震から5年となる熊本県の復興状況視察

（
３
面
よ
り
）


